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成人を祝い励ます「和寒町成人式」
が、１月13日に恵み野ホールで行わ

れ、出席した32名のはたちの門出を祝いま
した。
　式では、伊藤町長から「活力ある元気な
和寒町を守り育てていくためにはみなさん
の若い力や斬新な考え方が必要であり、み
なさん方のご支援とご協力を切にお願いし
たい」と、期待を込めた激励の言葉が贈ら
れました。
　また、成人式に引き続いての祝賀パーテ
ィーでは、和寒まちおこしの会から「成人
を祝して」ということで、成人祝い酒が贈
呈され、祝賀ムード一色となりました。
　新成人のこれからのご活躍をお祈りいた
します。

▲町おこしの会から成人祝い酒▲町おこしの会から成人祝い酒
を受け取る松田絵梨香さんを受け取る松田絵梨香さん

▼選挙管理委員会から記念品を▼選挙管理委員会から記念品を
受け取る三谷亮太さん受け取る三谷亮太さん

▲▲町民憲章を朗唱する白川部高町民憲章を朗唱する白川部高
明さん明さん

▲▲久々の再開にピース久々の再開にピース
サインでサインで

新

▼華やかな門出を▼華やかな門出を
あでやかな晴れあでやかな晴れ
着姿で着姿で
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人の誓いのことばを、新成
人を代表して三好史哉さん

が力強く述べました。
　『今日からは大人の仲間入りを
果たしたことで、法律的にも、社
会的にも、成人としての責任をも
つことになります。また、それと
同時に社会に貢献しなければなら
ない、義務を負うことになったわ
けであります。
　日頃から教養を高めるとともに
視野を広く世界に向け、日本人と
しての誇りと自信を失うことなく
青年らしい、勇気と行動力を発揮
していきたいと思います。』

成
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山石友加里さん　フリーで優勝

～和寒中学校スキー部～

　１月14日から17日に札幌白幡山（札幌市）にて開催された『第40回
北海道中学校スキー大会』において、和寒中学校３年山石友加里さんが
距離の部（フリー３㎞）で見事優勝を果たしました。また、その他に２
名も上位入賞をおさめ、３名ともに２月１日から４日に石川県で開催の
全国大会への切符を手にしました。全国大会での素晴らしい走りを期待
しています。（北海道中学校スキー大会の結果は下記のとおり）

（男子）　内田　伸明（２年）　　クラシカル５㎞　５位
　　　　　　　　　　　　　　　フリー　　５㎞　３位
（女子）　山石友加里（３年）　　クラシカル３㎞　４位
　　　　　　　　　　　　　　　フリー　　３㎞　優勝
　　　　 山口　清美（２年）　　クラシカル３㎞　10位
　　　　　　　　　　　　　　　フリー　　３㎞　４位
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左から内田くん（２年）、山石さん（３年）、左から内田くん（２年）、山石さん（３年）、
山口さん（２年）山口さん（２年）

選
管
委
員
、補
充
員
決
ま
る

　

任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
の
選
挙
が
第
四
回
町
議
会
定
例
会

で
可
決
さ
れ
、
次
の
か
た
が
た
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
十
二
月
二
十
五
日
開
催

の
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
、
委
員

長
等
の
互
選
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

○
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

委　

員　

長　

坂
本　
 

志
（
南
町
）

職
務
代
理
者　

渡
部　

俊
夫
（
北
町
）

委　
　
　

員　

工
藤　
　

昭
（
東
町
）

委　
　
　

員　

茶
円　

宥
正
（
西
町
）

○
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
補
充
員

　
　
　
　
　
　

森
本　

岸
子
（
三
笠
）

　
　
　
　
　
　

山
住　
　

浩
（
中
和
）

　
　
　
　
　
　

谷
口　

勝
弘
（
東
町
）

　
　
　
　
　
　

田
中　

利
英
（
西
町
）

○
十
二
月
二
十
二
日
付
退
任

　
　
　
　
　
　

宍
戸　

好
子
（
西
町
）

新
教
育
委
員
が
選
任

　

十
二
月
二
十
五

日
付
け
で
新
し
い

教
育
委
員
と
し
て

和
久　

充
氏
（
北

原
）
が
選
任
さ

れ
、
過
日
町
長
か

ら
辞
令
交
付
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

一
月
八
日（
火
）午
後
一
時
三
十
分
か

　

一
月
八
日（
火
）午
後
一
時
三
十
分
か

ら
、サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
、平
成
二
十
年
消

ら
、サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
、平
成
二
十
年
消

防
出
初
式
が
、行
わ
れ
ま
し
た
。消
防
団
員

防
出
初
式
が
、行
わ
れ
ま
し
た
。消
防
団
員

が
、庁
舎
前
に
整
列
し
副
団
長
の
挨
拶
で

が
、庁
舎
前
に
整
列
し
副
団
長
の
挨
拶
で

は
じ
ま
り
、神
社
で
無
火
災
を
祈
願
し
、市

は
じ
ま
り
、神
社
で
無
火
災
を
祈
願
し
、市

街
地
区
火
災
予
防
パ
レ
ー
ド
の
後
、大
通

街
地
区
火
災
予
防
パ
レ
ー
ド
の
後
、大
通

で
分
列
行
進
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

で
分
列
行
進
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

恵
み
野
ホ
ー
ル
で
の
式
典
で
は
、
功
労

　

恵
み
野
ホ
ー
ル
で
の
式
典
で
は
、
功
労

章
と
永
年
勤
続
の
表
彰
が
あ
わ
せ
て
行
な

章
と
永
年
勤
続
の
表
彰
が
あ
わ
せ
て
行
な

わ
れ
、
次
の
か
た
が
た
に
表
彰
状
と
記
念

わ
れ
、
次
の
か
た
が
た
に
表
彰
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

■

特
別
功
績
彰

■　

特
別
功
績
彰

団

長

馬
場

宣
昭

　

団　

長　

馬
場　

宣
昭

■

功

績

彰

■　

功　

績　

彰

副
団
長

白

　

副
団
長　

白��

春
夫

　

春
夫

分
団
長

玉
手

雅
夫

　

分
団
長　

玉
手　

雅
夫

■

永
年
勤
続
表
彰

■　

永
年
勤
続
表
彰

◎
四
十
年
勤
続

◎
四
十
年
勤
続

団

長

馬
場

宣
昭

　

団　

長　

馬
場　

宣
昭

◎
三
十
年
勤
続

◎
三
十
年
勤
続

分
団
長

杉
澤

茂

　

分
団
長　

杉
澤　
　

茂

分
団
長

伏
見

豊
治

　

分
団
長　

伏
見　

豊
治

◎
二
十
五
年
勤
続

◎
二
十
五
年
勤
続

　

副
分
団
長

副
分
団
長

藤
田

房
雄

　

藤
田　

房
雄

部

長

川
嶋

幸
男

　

部　

長　

川
嶋　

幸
男

◎
二
十
年
勤
続

◎
二
十
年
勤
続

班

長

山
口

忠
士

　

班　

長　

山
口　

忠
士

班

長

篠
原

寛

　

班　

長　

篠
原　
　

寛

◎
十
五
年
勤
続

◎
十
五
年
勤
続

団

員

桜
井

義
則

　

団　

員　

桜
井　

義
則

団

員

酒
向

勤

　

団　

員　

酒
向　
　

勤

◎
十
年
勤
続

◎
十
年
勤
続

団

員

丹

政
信

　

団　

員　

丹　
　

政
信

団

員

今
野

裕
二

　

団　

員　

今
野　

裕
二

◎
五
年
勤
続

◎
五
年
勤
続

団

員

松
本

学

　

団　

員　

松
本　
　

学

団

員

西
川

直
哉

　

団　

員　

西
川　

直
哉

■

退
団
者
感
謝
状

■　

退
団
者
感
謝
状

　

元
分
団
長

元
分
団
長

郷

政
雄

　

郷　
　

政
雄

元
部
長

池
田

正
弘

　

元
部
長　

池
田　

正
弘

元
班
長

片
岡

邦
夫

　

元
班
長　

片
岡　

邦
夫

元
団
員

二
口

哲
也

　

元
団
員　

二
口　

哲
也

元
団
員

前
鼻

敏
行

　

元
団
員　

前
鼻　

敏
行
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　平成20年度の和寒町保育所（常設）及び、ひまわり保育所（季節）の入所希望児童の受付をおこないます。
　なお、昨年度から常設保育所に入所され、引き続き20年度も入所希望される場合（継続入所）は、『入所申込書』の
提出は不要ですが、『雇用・自営業・内職証明』及び『源泉徴収票（給与世帯のみ）』は必要になります。

 受付期間　２月４日（月）～18日（月）まで 
※継続入所に必要な証明書などの用紙は、福祉係または常設保育所に用意してあります。
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所得税の確定申告は自分で書いてお早めに
　平成19年分の所得税の確定申告が、２月18日（月）から下記会場で始まります。期間間近になりますと、大変混雑
し、長時間お待ちいただくこともあります。申告書はできるだけ自分で書いて、お早めに提出してください。
◆確定申告

　申告書は、国税庁ホームページ【http://www.nta.go.jp】の確定申告書等作成コーナーで作成することができます。
◆名寄税務署納税相談

　確定申告に関する問い合わせは
　役場住民課税務係（℡32－2421）または名寄税務署（℡01654―2―2157）までご相談ください。
　※忘れないで申告してください。

◎要介護認定者を対象とする障害者控除について　
　これまで身体障害者手帳、精神障害者手帳を有している者等が障害の程度に応じて、障害者控除、特別障害者控
除の対象とされてきましたが、それに加えて介護保険法の要介護認定により普通障害、特別障害に準ずる者として
町長の認定を受けた場合に、障害者等と同様に控除の対象となります。
　控除を受けるためには町長が発行する認定書が必要となりますので、詳しくは保健福祉課介護保険係（℡32－
2000）までお問い合わせください。

◎医療費控除について
　納税者本人や家族のため１年間に支払った医療費の一定額（「10万円」または「所得の５％」のうち少ない方の
額を医療費から引いた額）を「医療費控除」といい、所得から引くことができます。
　年収200万円の高齢者の場合、所得は公的年金等控除120万円を引いた80万円。
「所得の５％」は４万円です。医療費が年間12万円なら、４万円を超えた額の８万円を控除できます。
　控除できる「医療費」には、介護保険料の利用者負担の一定額も含まれます。
　施設や事業者が発行する領収書をきちんと取っておき申告してください。

※昨年と比べて変わった主な点
①　定率減税の廃止
　平成11年分以後の所得税に対して実施されていた定率減税については、平成18年分の所得税については２分の１
に縮小されるとともに同年分をもって廃止され、平成19年分以後の所得税については適用がありません。

②　所得税の税率改正
　国税（所得税）から地方税（住民税）への税金の移し替え（いわゆる税源移譲）が行われたこと等を踏まえ、平成19年
分所得税から税率構造が５％～40％の６段階となっています。

③　損害保険料控除が改組
　平成18年度の税制改正により、損害保険料控除が改組され、居住者等の有する居住用家屋・生活用動産を保険又
は共済の目的とし、かつ、「地震等損害」によりこれらの資産について生じた損失の額をてん補する保険金又は共
済金が支払われる損害保険契約等に係る地震等損害部分の保険料又は掛金（以下「地震保険料」といいます。）を
支払った場合には、その年中に支払った地震保険料の金額の合計額（最高５万円）を「地震保険料控除」として居
住者のその年分の総所得金額等から控除することとされました。
　経過措置として、平成18年12月31日までに締結した「長期損害保険契約等」については、平成19年以後の各年に
おいて、従前の損害保険料控除と同様の金額の控除（最高１万５千円）が適用されます。
　「地震保険料」と「長期損害保険」を適用する場合には、控除額は合わせて最高５万円とされています。
　この改正は、平成19年分以後の所得税について適用されます。

受　付　時　間期　　　　　　　間会　　　　　　　場

午前９時～12時
午後１時～５時２月18日（月）～３月17日（月）名寄税務署

午前９時～11時
午後１時～４時２月18日（月）～３月14日（金）町民センター１階子供会室

受　付　時　間期　　　　　　間会　　　　　　　場

午前９時～午後３時30分２月20日（水）町民センター１階子供会室　
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町の施設を管理する
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　本年４月から、町の介護保険施設・公園施設・社会体育等施設を管理する指定管

理者が決まりましたのでお知らせします。

　平成15年６月に地方自治法が改正され、民間事業者等でも町有施設の管理運営ができる指定管理者制度
が創設されました。町では民間事業者の発想力や指導力等を積極的に活用し住民サービスの向上や管理経
費の節減、新たな雇用創出を図るため、導入に向けて準備を進めてきました。
　昨年10月に公募施設の募集を告示、11月に応募のあった１団体と公募によらない施設の候補予定団体の
申請書類を和寒町指定管理者選定委員会（委員長：副町長）で審査し候補者を選定、12月19日開催の第４
回町議会定例会で各施設の指定管理者の議案が審議され可決されました。

　指定管理者選定委員会では、申請された事業計画書・収支計画書をもとに選定基準に照らし、公平かつ
適正に審査を行いました。
　【選定基準】
　①施設の運営が町民の平等な利用を確保しサービスの向上が図られるもの
　②施設の効用を最大限に発揮するもの
　③施設の適切な管理と管理経費の縮減が図られるもの
　④施設の管理を安定して行う人員、資産その他の経営規模や能力を有し、又は確保できる見込みがある
　⑤施設の管理業務が地域振興となる姿勢が見られる

これまでの経過

選定方法

協定の締結
　町と町教育委員会は３月までに指定管理者と業務の詳細について協定を締結し、指定管理者は新年度か
ら下記施設の管理運営を行うことになります。

指　定　期　間指定管理者名施　　設　　名

４月１日から５年間和寒町社会福祉協議会
特別養護老人ホーム芳生苑
短期入所サービスセンター芳生苑
老人デイサービスセンター健楽苑

４月１日から３年間道北環境整備建設業協同組合三笠山自然公園・東山スキー場

４月１日から３年間和寒町体育協会

総合体育館・農村環境改善センター
総合運動公園屋外体育施設【運動広場・テニスコー
ト・町営球場・パークゴルフ場（運動広場・三笠山
自然公園コース）】青少年会館・ゲートボール場
Ｂ&Ｇ海洋センター・研修館楡・片栗庵

第４期介護保険事業計画策定のためのアンケート調査にご協力を！
平成21年度から平成23年度の介護保険料を定める第４期高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画の策定に向け
て、介護サービスの利用実態や今後の利用意向、介護保険制度に対するご意見などを把握するため、アンケート調
査を実施しますのでご協力をお願いします。

詳細については、保険福祉課介護保険係（電話32－2000）までお問合せ願います。

調 査 方 法対　象　者調　査　名

担当のケアマネージャーが自宅に訪問し、本人や家族から聞き取
り調査を行います。

要支援・要介護認定
を受けている在宅者要介護認定者意識調査

自宅へ調査票を郵送しますので、ご記入の上、平成20年２月末ま
で回答願います。返信は同封の封筒で返送するか、役場出納、病院
受付、保健福祉センターに備え付けた回収ＢＯＸに投函願います。

上記以外の65歳以
上の1号被保険者

高齢者意識実態調査

第１号被保険者介護保険料（普通徴収）の第４期分納期限は２月29日（金）までです。

忘れず納めましょう。
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　～旭川刑務所視察研修を終えて～

和寒町青少年育成町民会議事務局　　瓜　　　徹　良

　小雨が時々ぱらつく曇天の11月１日、青少年育成運動推進上の諸問題について上川支庁管内青少年育成
運動推進指導員および市町村青少年行政担当者を対象に、研修を通して資質と指導力の向上を図る目的で
旭川刑務所の視察研修が行われ、和寒からは笠嶋彰英青少年育成運動推進指導員と私を含め管内関係者20
名が参加しました。鉄格子のある門から入り、２階の会議室に通され、処遇部長である刑務官の方（身長180
センチ、体重100キロ、柔道５段）から旭川刑務所の概要説明を受けました。
　この旭川刑務所は８年以上の刑期で犯罪傾向の進んでいる最も重い受刑者が主に収容されているＬＢ級
施設（注１）。全国ではこのような刑務所は東京、大阪など首都圏を除く旭川、宮城、岐阜、徳島、熊本の５カ所
あります。2000年の刑法の改正により少年の入所年齢が16才から14才に変更になり、14才から刑務所に入っ
てくる場合があるとのことです。また、少年院では今回の刑法改正で入所年齢は14才が12才に変更されたそ
うです。なお、今後の刑務所の施設運営はＰＦＩ刑務所（官民協同刑務所）（注２）を目指しているようです。
　刑務所内での生活は受刑者の社会復帰に役立つように教育的な内容をもって計画され、月曜日から金曜
日まで、作業に就きますが、毎月２回の教育的処遇日には、教養番組の視聴や改善指導、読書､自己学習など
の各種教育活動が実施されています。
　さらに矯正処遇として、懲役受刑者は、法律に基づき作業に従事することが義務づけられています。作業
の目的は勤労の意欲と能力を養成することと、規則正しい生活態度を身につけさせることなどにあります。
業種には木工、金属、印刷、皮革製造等があります。
　通常作業の他に資格取得や技能・知識の習得を目的にした職業訓練も実施されています。刑務所では矯正
処遇の義務化がなされており、受刑者が規則正しい生活の中で､罪を反省し善良な社会人として更正復帰で
きるように、必要な教育が行われています。
　刑執行開始時においては適正検査を行い、その人にあった作業業種に振り分けられます。
　改善指導は被害者の視点に立った教育、暴力団離脱指導、薬物依存離脱指導、宗教教誨、余暇活動としては
通信教育、クラブ活動、レクリエション等があり、釈放前にも各指導があります。
　健康・医療面では健康上栄養に配慮した食事を支給し、健康衛生面に配慮しながら季節に適した衣類、寝
具を支給・貸与しています。医療については医師や看護資格のある職員が健康管理に努め、定期的に健康診
断や保健指導も行っています。
　受刑者が円滑な社会復帰ができるように、良好な帰住先と引受人を確保するため、更正保護施設などの保
護機関等との連携を密にした保護調整が行われています。また仮釈放は改悛の情が顕著で、再犯のおそれが
ないと認められる者について、更正保護委員会（注３）が許可することとなっています。
　以上、処遇部長から概要説明を受けた後、施設の見学をさせていただきました。生活態度がまじめな受刑
者は独房に入り、他の受刑者は共同房で７～９人が入っていました。７人の部屋に９人が入るので、かなり
ストレスがたまるそうです。各部屋にはテレビが置かれていましたが、番組を自由に見られるのではなく、
事務所が番組を決めて流しています。そうでなければチャンネル争いで、けんかになるからだそうです。
　共同作業所ではそれぞれの業種に別れ、受刑者が一生懸命作業をしていました。また、建物の外と塀の間
には，ちょっとした野球やソフトボールができるグランドもありました。
　見学が終わり質疑応答では、『刑務官は受刑者と接する場合、ピストル､警棒は身につけているのか』の質
問には『丸腰で受刑者と接する』とのことでした。刑務官は日頃より丸腰で接するよう鍛錬をしているとの
ことでした。
　この施設見学で感じたことは決して罪を犯すことなく、このような施設
には絶対に入らないように、また、入らせないようにしようという思いでし
た。
　現在、立派な社会人になるために勉強をしている小学生、中学生、高校生
の皆さんそして、その勉強を教える先生方、その子どもたちを見守るお父さ
ん、お母さん家族の方々及び関係者たちが、子どもたちが正しい道からはみ
出さないよう､みんなで関わりあっていきましょう。

（注１）・・・ＬＢ級施設～Ｌ＝執行刑期８年以上で犯罪傾向の進んでいる者
　　　　　　　　　　 Ｂ＝初犯でない累積者の受刑者が主に収容されている施設
　　　　　　　　　 ※Ａ＝初犯の者

（注２）・・・ＰＦＩ刑務所（官民協同刑務所）ＰＦＩとはPrivate Finance Initiative　（プライベート・ファイナンス・イニシアティ
ブ）～今後の刑務所の施設運営は、公共施設等の建設、維持管理、運営等を民間の資金、経営能力及び
技術的能力を活用して行う新しい手法で、国や地方公共団体の事業コストの削減や、より質の高い
公共サービスの提供を目指しているようです。

（注３）・・・更正保護委員会～法務大臣の管理のもとに仮釈放の許可、その取り消しなどの他保護観察所の事務監督にあたる機関。
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　現在、社会保険庁では「ねんきん特別便」について、昨年12月から３月にまで随時発送をしています。
「ねんきん特別便」は基礎年金番号に結び付いていない約5,000万件の記録について名寄せをした結果、
記録が結び付くと思われる方に対し、その旨と加入履歴をお知らせするものです。
　「ねんきん特別便」を確実にお届けするために、下記に該当する方は手続き等をお願いします。

�������	
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　住所変更の届出がお済みでない方は、大切な「ねんきん特別便」をお届けできません。住所の変更・訂
正はご自身による手続きが必要となりますので、お手数ですが、以下の手続き先で手続きをお願いします。
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　結び付く可能性のある記録を探すためにも、お手持ちの古い年金手帳をご確認いただき、氏名変更のお
届けがなされていない方は、変更の届出をお急ぎくださいますようお願いします。
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　「ねんきん特別便」では、社会保険庁が把握している加入記録をお知らせしています。ご自身の記録に
漏れがないか十分にご確認いただき、
　　　・訂正がない場合・・・「確認はがき」
　　　・訂正がある場合・・・「年金加入記録照会票」　を
　　　　　　　　　　　　　　必ず提出していただきますよう、ご協力をお願いいたします。

保険料の納付を忘れずに・・・納めて安心・・・国民年金

・国民年金第１号被保険者・　・　・役場住民課戸籍年金係
・厚 生 年 金 加 入 者　　　　　　厚生年金加入者の方のお勤め先の社会保険担当者の方
・国民年金第３号被保険者　　　　 
・年　 金　 受　 給　 者・　・　・旭川社会保険事務所

}
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　旭川社会保険事務所の主催による「ねんきん特別

便」が届いた方を対象とした相談会が開催されま

す。社会保険事務所の職員が対応しますので、ご気

軽にご相談ください。

１．と　き：平成20年２月19日（火曜日）

　　　　　　午前10時から午後３時まで

２．ところ：町民センター　３階　大集会室

３．持参する物：ねんきん特別便（送られてきた封書）

　　　　　　年金手帳など加入記録がわかる物

　　　　　　年金証書（年金を受給されている方）

　　　　　　その他参考になる資料等

※なお、当日は電話でのご相談はお受け出来ません

のでご注意願います

※相談窓口が限られていますので、お待ちになる場

合があります。

ご不明な点は、

役場住民課戸籍年金係（℡32－2421）役場住民課戸籍年金係（℡32－2421）または、または、

旭川社旭川社会保険事務所（℡0166－26－4481）会保険事務所（℡0166－26－4481）

へお問い合わせください。

　町では灯油の高騰に伴い、低所得世帯を対象に燃
料費等の助成を行っています。
　対象となる方は平成20年１月１日現在で和寒町に
住所を有し、居住する方で平成19年度町民税非課税
世帯で次のいずれかに該当する世帯です。助成を受
けるためには２月15日までに申請が必要ですので、
印鑑持参のうえ、保健福祉センターで手続き願いま
す。（代理申請も可能）
　詳しくは、保健福祉センターまでお問い合せくだ
さい。
◆対象世帯
①老人世帯→65歳以上（平成20年１月１日現在）の

老人世帯（単身世帯含む）
②重度心身障がい者世帯

→療育手帳、身体障害者手帳１～２級、
精神障害者保健福祉手帳１～２級の方
が世帯主または世帯構成員となってい
る世帯、かつ、その者が同居している
者

③ひとり親世帯→母子、父子の方で18歳未満の児童
を扶養している世帯

◆助成額　町の灯油購入単価に一世帯当たり100リ
ットル乗じて得た額。灯油以外の場合は灯油100リ
ットル相当分の商品券支給
●申請先　保健福祉課福祉係（32－2000）
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ポポポポポポポポポポポポポポポポリリリリリリリリリリリリリリリリオオオオオオオオオオオオオオオオワワワワワワワワワワワワワワワワククククククククククククククククチチチチチチチチチチチチチチチチンンンンンンンンンンンンンンンンのののののののののののののののの追追追追追追追追追追追追追追追追加加加加加加加加加加加加加加加加接接接接接接接接接接接接接接接接種種種種種種種種種種種種種種種種（（（（（（（（（（（（（（（（無無無無無無無無無無無無無無無無料料料料料料料料料料料料料料料料））））））））））））））））ををををををををををををををををポリオワクチンの追加接種（無料）を

　乳幼児期に義務接種を受けたが、ポリオウイルス（小児
麻痺）の抗体（病気に対する抵抗力）の低い年齢層のある
ことが、厚生労働省の調査により明らかになっています。
　現在、日常的にポリオウイルス感染はきわめてまれで
すが、以下のような場合において感染する可能性があり
ます。

①ポリオウイルスのある国に渡航されるかた
②お子様（乳幼児）がポリオワクチンの接種を受けるとき

　そこで、町では下記のかたを対象にポリオワクチンの
追加接種を無料で行っています。

【対象者】

昭和50年～昭和52年生まれで、
和寒町に住所のあるかた

　放送大学（教養学部・大学院）は、テレビなどの
放送により授業を行う通信制の大学です。働き
ながら学びたい、生涯学習に興味があるなど様
々な目的で、幅広い世代の方が学んでいます。
　ただいま平成20年４月入学生を募集していま
す。詳しい資料を無料で送付いたしますので、お
気軽にお問い合わせください。（パンフレットと
資料が公民館にありますので、ご覧ください。）

☆授業のご紹介
　子ども・青年の生活と発達、感情の心理学、
がんの健康科学、脳科学の進歩、日本の食文化
など、約300の教養学部開設科目と約70の大学
院開設科目があります。
◎受付期間
　平成20年２月29日（金）必着　
◎資料請求（無料）・お問い合せ先
　〒070－0044　放送大学北海道学習センター
　　　　　　　 旭川サテライトスペース
　　　　　　　 ℡0166－22－2627　

放送大学ホームページ
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い
で
触
れ

て
味
わ
う
と
い
う
五
感
に
よ
る

体
験
や
経
験
を
通
し
て
は
じ
め

て
脳
に
記
憶
さ
れ
、
判
断
力
が

鍛
え
ら
れ
ま
す
。
ま
さ
に
お
手

伝
い
は
生
き
て
い
く
能
力
を
養

う
大
切
な
要
素
な
の
で
す
。

◎
Ｔ
Ｖ
ゲ
ー
ム
・
ネ
ッ
ト
の
害

　

最
近
の
調
査
や
研
究
で
は
脳

か
ら
出
さ
れ
る
刺
激
伝
達
物
質

の
『
ド
ー
パ
ミ
ン
』
が
、
ゲ
ー

ム
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
行
う

事
で
よ
り
多
く
放
出
さ
れ
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

『
ド
ー
パ
ミ
ン
』
は
『
快
感
』

を
生
じ
脳
の
興

奮
を
起
こ
す
物

質
で
す
。

　

刺
激
に
対
し

て『
耐
性
』が
出

来
上
が
る
と
、

更
に
強
い
刺
激

を
求
め
て
ゲ
ー
ム
や
ネ
ッ
ト
を

や
り
続
け
る『
依
存
性
』も
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。わ
ず
か
な
労

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

力
で
快
楽
を
得
ら
れ
る
、や
め

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

る
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
と
い

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

う
点
で
ま
さ
に『
麻
薬
的
な
作

�
�

�
�
�

用
が
あ
る
』と
い
え
、脳
が
未
成

熟
な
幼
い
子
ど
も
で
あ
る
ほ
ど

そ
の
影
響
は
大
き
く
受
け
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
代
の
子
ど
も
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
ま
さ
に
大
人
社
会
が

造
り
出
し
た
『
価
値
観
』
や

『
便
利
さ
の
追
求
』
の
結
果
と

い
え
ま
す
。
今
一
度
子
ど
も
の

脳
や
か
ら
だ
づ
く
り
の
為
、
望

ま
し
い
生
活
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

保
健
師　

酒
井　

香
奈
子

健
康
メ
モ

〜
子
ど
も
の
脳
に
大
切
な
こ
と
〜

詳しくは
保健福祉センター保健係（電話32－2000）まで

お問い合わせください。
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図書館のホームページは　http://db.net-bibai.co.jp/wassamu/　アクセスしてみてね!!

新
着
本
の
ご
案
内李

枝
子
）▼
ロ
ボ
ッ
ト
と
あ
お

い
こ
と
り（
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
ル

ー
カ
ス
）▼
タ
ン
タ
ン
と
ピ
カ

ロ
た
ち（
エ
ル
ジ
ェ
）▼
ベ
ス
と

ア
ン
ガ
ス（
マ
ー
ジ
ョ
リ
ー
・
フ

ラ
ッ
ク
）▼
と
き
そ
ば（
川
端

誠
）▼
あ
い
し
て
ま
す（
篠
崎
三

朗
）▼
ハ
ナ
ち
ゃ
ん
の
帽
子（
き

よ
た
た
か
よ
）▼
お
ん
ぼ
ロ
ボ

ッ
ト（
ア
キ
ヤ
マ
レ
イ
）

〔
寄
贈
の
お
礼
〕

堀　

内　
　

正　

様（
三　

笠
）

〔
一　
　
般　　

書
〕

▼
星
へ
落
ち
る（
金
原
ひ
と
み
）

▼
商
人
龍
馬（
津
本
陽
）▼
三
世

相（
松
井
今
朝
子
）▼
青
春
の
条

件
上
下（
森
村
誠
一
）▼
カ
ツ
ラ

美
容
室
別
室（
山
崎
ナ
オ
コ
ー

ラ
）▼
環
境
問
題
を
知
り
つ
く
す

本（
山
本
茂
）▼
村
上
ソ
ン
グ
ズ

（
村
上
春
樹
）▼
派
手
な
砂
漠
と

地
味
な
宮
殿（
岩
井
志
麻
子
）▼

た
い
が
い
に
せ
え（
岩
井
三
四

二
）▼
い
の
ち
の
パ
レ
ー
ド（
恩

田
陸
）▼
月
芝
居（
北
重
人
）▼
ア

ン
ダ
ー
リ
ポ
ー
ト（
佐
藤
正
午
）

▼
風
に
顔
を
あ
げ
て（
平
安
寿

子
）▼
覇
の
刺
客（
鳥
羽
亮
）▼
白

暗
淵（
古
井
由
吉
）▼
純
愛
の
証

明（
森
村
誠
一
）▼
妖
怪
変
化（
あ

さ
の
あ
つ
こ
）▼
ウ
エ
ザ
・
リ
ポ

ー
ト（
宇
江
真
理
）▼
祝
宴（
デ
ィ

ッ
ク
・
フ
ラ
ン
シ
ス
）▼
ド
リ
ー

ム
ガ
ー
ル（
ロ
バ
ー
ト
・
Ｂ
、パ
ー

カ
ー
）▼
街
の
ア
ラ
ベ
ス
ク（
阿

刀
田
高
）▼
靖
国
へ
の
帰
還（
内

田
康
夫
）▼
地
の
蛍（
内
海
隆
一

郎
）▼
樹
霊
の
塔（
栗
本
薫
）▼
選

挙
ト
ト
カ
ル
チ
ョ（
佐
野
洋
）▼

ブ
ル
ー
バ
レ
ン
タ
イ
ン（
新
堂
冬

樹
）▼
財
布
の
つ
ぶ
や
き（
群
よ

う
子
）▼
土
曜
日（
イ
ア
ン
・
マ
キ

ュ
ー
ア
ン
）

〔
児　

童　

書
〕

▼
ね
こ
の
お
ん
が
え
し（
中
川

―話　題　の　本―
『ホームレス中学生』

（田村　裕/作）
麒麟・田村のせつなく面白い公園生
活。13歳のときに突然住む家を無く
し、近所の公園に一人住むようになっ
た田村少年。ダンボールで飢えをしの
いだ日々や、いつも見守ってくれた亡
き母への想いが詰まった貧乏自叙伝。

☆毎週土曜日
14：00～

おはなしかい開催

素敵な香りのするブックカバーを作ってみませんか？
春を呼ぶワークショップ
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　レースやハーブ、バラの花びら等を作って素敵な香りのするブックカバーを作ります。
　当日は、バラやハーブに関する貴重なクラフト本やポストカード、バラの香りのする本なども楽しめます。
　ぜひ、ご参加下さい。
※ワークショップで作成したオーナメントは２月29日まで、風樹舎のディスプレーで図書館ロビーに飾らせていた
だきます。ご了承ください。

※小学校低学年の参加は保護者同伴でお願いいたします。

皆さんの作品で図書館ロビーを演出してみませんか？皆さんの作品で図書館ロビーを演出してみませんか？
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２月７日�「内臓脂肪はなぜ悪い」

　　　　　　　　　　　　和寒町保健師　大内亜澄氏
２月22日�「デューク更家ウォーキング」
　　　　　　　ウォーキングスタイリスト　国広　麗氏

２月27日�「メタボリックシンドローム＆骨粗しょう症
 　　　　　　　　　　　町立病院院長　山下晃史氏

３月１日�「人形浄瑠璃」公演
３月７日�「リフレッシュメイクアップ」
　　　　　　　　　　（株）ワミレスインディペンデンス
３月13日�「体験学習in士別イン翠月」

　　　　　　　　　士別イン翠月料理長　高橋和敏氏
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　第29回目の開催となる全
道ジュニアクロスカントリ
ー和寒大会が１月６日
（日）に開催されました。
　今年は202名15チームが
参加し、粉雪が舞う中で激
走を見せてくれました。大
会結果は次のとおりです。

小２男子　６位　十　川　涼　矢さん
小３女子　４位　山　石　沙也加さん
小３男子　４位　鬼　頭　壮一郎さん
小５男子　８位　丹　　　翔　吾さん
小６女子　優勝　松　村　真　由さん
　　　　　５位　山　口　美　幸さん
小６男子　３位　袰　田　晃　司さん
　　　　　６位　村　岡　快　斗さん
中２女子　優勝　山　口　清　美さん
中２男子　優勝　内　田　伸　明さん
　　　　　４位　辻　　　将　鷹さん
中３女子　優勝　山　石　友加里さん
（和寒町関係入賞者分のみ掲載）

『第17回けんぶち絵本の里大賞
　　　 　　　＆受賞者歓迎レセプション』
日時　２月17日（日）午後４時
場所　レークサイド桜岡
会費　おとな（中学生以上）2,500円
　　　こども（小学生）　 　1,500円
　　　ペア（おとな２名） 　4,000円
内容　絵本作家ご本人によるおはなし会、絵本が当た

るわくわく抽選会、受賞作家絵本販売・サイン
会、地元特産品を使用した特別ディナーなど。

＝問い合わせ先＝
絵本の館　0165－34－2624

『中川ゆきあかり』
日時　２月16日（土）～20日（水）
場所　中川町オートキャンプ場「ナポートパーク」
＝問い合わせ先＝

中川町観光協会　01656－7－2117

『エコミュージアムセンター「森の学校2008冬」』
日時　２月21日（木）～24日（日）
内容　北海道の原始の自然を今日に残す中川町のフィ

ールドを舞台に、冬ならではの様々な自然体験
・観察や実習を通じて、自然環境の大切さを
「身をもって」学習するプログラムです。

＝問い合わせ先＝
中川町エコミュージアムセンター

01656－8－5133

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

●
振
り
込
め
詐
欺
等
被
害
の
防
止

　

〜
大
丈
夫
？
振
り
込
む
前
に
再
確
認
〜

○
被
害
防
止
上
大
切
な
の
は
「
す
ぐ
に
振
り
込

ま
な
い
」
「
一
人
で
振
り
込
ま
な
い
」
こ
と

で
す
。

警
察
・
家
族
・
銀
行
な
ど
に
相
談
・
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

○
最
近
の
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
手
口
は
「
息
子
」

等
に
な
り
す
ま
し
「
携
帯
電
話
の
番
号
が
変

わ
っ
た
」
な
ど
と
言
っ
て
き
て
「
会
社
の
金

を
使
い
込
ん
だ
」
等
々
の
理
由
で
だ
ま
し
ま

す
。

○
会
社
の
上
司
、
弁
護
士
を
名
乗
る
者
が
「
内

密
に
処
理
す
る
」
な
ど
と
言
っ
て
だ
ま
す
手

口
も
あ
り
ま
す
。

○
官
公
庁
等
の
職
員
を
名
乗
り「
還
付
金
が
あ

る
の
で
金
融
機
関
に
行
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
機
を
操

作
し
て
〜
」な
ど
と
言
っ
て
だ
ま
し
、相
手
の

言
わ
れ
る
ま
ま
に
操
作
す
る
と
い
つ
の
間
に

か
現
金
が
相
手
の
口
座
に
振
り
込
ま
れ
て
し

ま
う「
還
付
金
等
詐
欺
」と
い
う
手
口
が
最
近

現
れ
て
い
ま
す
。

●
落
氷
雪
に
よ
る
事
故
防
止

　

〜
落
ち
る
前　

下
ろ
し
て
安
心　

屋
根
の
雪
〜

○
屋
根
の
雪
や
氷
柱
を
早
め
に
下
ろ
し
ま
し
ょ

う
。

○
危
険
な
軒
下
は
歩
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

○
子
ど
も
達
を
落
氷
雪
の
危
険
が
あ
る
場
所
で

遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
雪
下
ろ
し
は
転
落
防
止
用
の
ロ
ー
プ
な
ど
を

装
着
し
ま
し
ょ
う
。

○
除
雪
機
に
よ
る
除
雪
は
周

囲
の
安
全
を
確
か
め
な
が

ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

　昨年10月１日～12月31日まで実施しました『赤い羽根共同募金』『歳末たすけあい運動』に深いご理解とご
協力をいただき、心から感謝申し上げます。みなさまからお寄せいただいた温かい善意は、広く社会福祉施設
や団体などへの配分金として北海道共同募金会へ、また歳末たすけあい募金は長期入院をされている方や在宅
で寝たきり療養をされている方へ12月末にお届けしましたことを報告いたします。
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～地域の話題をお届けします～

【ジュニアスキー教室】
　小学校１年生と就学前の子どもを対象とした、ジュニアスキー教
室が、１月８日～11日まで行われました。
　全くスキーをしたことがない子も、スキー協会指導員の指導によ
り、上手に滑れるようになりました。

【『110番の日』　うまく伝えられたかな？】
　１月10日（木）交通安全少年隊12名が、町民センター子
供会室で１１０番通報を体験しました。
　吉田和寒駐在所長、真鍋交通安全協会長に対し、萬城目存
沙副隊長が「昨年、和寒町では交通死亡事故が１件もありま
せんでした。今後も交通安全運動に努力します。」と交通安
全を誓いました。
　その後、和寒駐在所長の指導を受けながら110番へ実際に
電話して、「交通事故を見た場合」「自分の自転車が盗まれ
た場合」を想定した訓練に、隊員たちは通報にもルールがあ
ることを実感していました。

【元気に寒さをふきとばそ～】
　今年度８回目となる、ふるさとワットサ
ム探検隊が１月11日に三笠児童館で開催
されました。今回は新年１回目ということ
で、新春カルタ大会として屋内で普通の百
人一首を、屋外では巨大百人一首を児童館
に通っているお友達も交えて行いました。
　この日は、時折雪がちらついていまし
が、みんな元気いっぱい頑張っていまし
た。

【クリスマスおはなし会】
　12月22日（土）絵本読み聞かせ会「ポコ・ア・ポコ」によるクリスマ
スおはなし会が図書館幼児コーナーで行われました。この日は親子
連れなど約40名が参加し、大型紙芝居やおりがみシアター、カルタ
取りなど楽しいおはなし会となり、会場いっぱいに子どもたちの笑
い声で包まれていました。

【冬の和寒町の生活を満喫】
　今年度から実施している「和寒町で暮しましょう」～移住体験事業
～に千葉県から田中さん夫妻が参加し、１週間冬の和寒暮らしを体
験しました。田中さんは「北海道の家は暖かく思っていたよりもずっ
と生活しやすかった」「和寒町は生活に必要な施設が近くにあり住み
やすそうな町」と北海道への移住
を前向きに考えていきたいと話し
ていました。また滞在中には、スキ
ーや越冬キャベツ掘り等も体験
し、冬の和寒町を満喫しました。
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古紙配合率50％再生紙を使用しています

発
行　

北
海
道　

和
寒
町
役
場
／
総
務
課

☆
和　

寒　

町
☆ 

▼
Ｍ
Ｆ
Ｊ
北
海
道
支
部
（
支
部
長

　

三
浦　

裕
）
よ
り
、
三
笠
山
自

然
公
園
（
サ
ー
キ
ッ
ト
場
）
整
備

に
と
、
十
万
円
を　

☆
社
会
福
祉
協
議
会
☆ 

＝　

寄　

付　

＝

▼
春
名　

敏
さ
ん
（
西
町
）
か
ら
亡

妻
の
葬
儀
に
際
し
、
三
万
円
を

▼
三
浦
尚
文
さ
ん
（
日
ノ
出
）
か
ら

亡
長
男
の
葬
儀
に
際
し
、
三
万
円
を

☆
和
寒
保
育
所
☆ 

＝　

寄　

贈　

＝

▼
細
田
佳
一
さ
ん
（
日
ノ
出
）
か
ら

お
も
ち
ゃ
を

☆
町
立
病
院
☆ 

＝　

寄　

贈　

＝

▼
井
上　

隆
さ
ん
（
西
町
）
か
ら
テ

ィ
ッ
シ
ュ
六
十
箱
を

☆
芳
生
苑
・
健
楽
苑
☆ 

＝　

寄　

贈　

＝

　

野
菜
他

▼
林　
　

健
一
さ
ん（
西
和
）

▼
太
田　

雅
芳
さ
ん（
松
岡
）

▼
村
岡　
　

修
さ
ん（
剣
淵
町
）

▼
鎌
田　

幸
一
さ
ん（
三
笠
）

▼
松
井　

哲
男
さ
ん（
東
町
）

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ

＝　

慰　

問　

＝

▼
北
島
信
子
さ
ん
・
岡
利
子
さ
ん
・

　

虻
川
理
致
子
さ
ん

喫
茶
ル
ー
ム

▼
草
花
の
会　
　

押
花
作
品
展
示

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ

　

正
月
飾
り
・
年
賀
状
配
布

▼
明
光
寺
婦
人
会　

居
室
訪
問

＝
ク
リ
ス
マ
ス
会
ご
協
力
＝

▼
日
赤
奉
仕
団

▼
三
笠
ア
グ
リ
同
友
会

▼
佐
藤　

光
男
さ
ん（
三
和
）

▼
金
児　

義
明
さ
ん（
中
和
）

▼
澁
谷　

眞
澄
さ
ん（
中
和
）

 

お
め
で
と
う
赤
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

お
父
さ
ん

赤
ち
ゃ
ん　
　
　
　
　
　

住　

所

　
　
　
　
　
　

お
母
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

淳　
さ

ん

諸
岡　
 
洸
佑 
く

ん　
　
　
　

三　

笠

こ
う
す
け

　
　
　
　
　
　

光
千
江
さ

ん

�
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　

氏　
　

名　
　

年
齢　

住　

所

菖
蒲　

國
治
さ　
　

ん

 

（　

歳
）
大　

成

73

小
田
福
二
郎
さ　
　

ん

 

（　

歳
）
東　

町

86

�������

１月１日
現　在

■
人　

口　

４
、
１
６
４
人
（
△
２
人
）

　

・
男　
　

１
、
９
３
５
人
（　

０
人
）

　

・
女　
　

２
、
２
２
９
人
（
△
２
人
）

■
世
帯
数　

１
、
７
７
４
戸
（
△
２
戸
）

（　

）
は
前
月
対
比

　
　

出
生　

１
人　
　

死
亡　

１
人

　
　

転
入　

２
人　
　

転
出　

４
人

人
の
動
き

近 藤 妃 織近　藤　妃　織ちちゃゃ
んん 

≪Ｈ18．５．10生まれ≫

三　笠　近藤俊人さ
ん・奏絵さ

んの長女

　こんにちは�　ちょっと人見知りで男
の人が苦手な妃織（ひより）です。小柄
なわりにはすごい食欲で果物と魚が大好
きなの。動物園も好きでなかなか帰りた
くないからママが困ってるんだ♪雪が溶
けたらママと散歩してるから声をかけて
ね�

ひ よりひ　 　より

佐 藤 莉 子佐　藤　莉　子ちちゃゃ
んん

≪Ｈ18．５．６生まれ≫

西　町　佐藤　有さ
ん・諒子さ

んの長女

　こんにちは『りこ』です。私は冷蔵庫
が大好きで一日何回もママに頼んで冷蔵
庫を開けてもらいます。今の私の目標は
早くひとりで冷蔵庫を開けることです。
そして、お腹いっぱい食べて大きくなる
んだ。こんな私ですが、見掛けたら声か
けてくださいね。きっと上手にあいさつ
できるはずよ・・・！？

り こり　　　　　　こ



　

ＴＯＷＮ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ　　 行事日程は、変更になる場合がありますので、お確かめ
のうえご利用ください。
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２月

ホームページアドレス　������������	�
���������	�����	���　    Ｅメールアドレス　info�����������	
�����������

バレンタイン・クラフト（13:30～図書館）
全日本スノーモビル選手権和寒大会

（わっさむサーキット8:15～）
�����

�����

転倒予防教室（９:30～ 保健福祉センター）
乳幼児のつどい（10：00～三笠児童館）
心配ごと相談（13:00～保健福祉センター）
ひな人形作り（15：00～三笠児童館）

�����

三笠山大学（10:00～恵み野ホール）
ひな人形作り（15：00～三笠児童館）�����

冬のがん検診　胃・大腸
（７:00～保健福祉センター）

乳幼児のつどい（10：00～三笠児童館）
予防接種（三種混合・ＢＣＧ）

（15:00～ 保健福祉センター）

�����

絵本の読み語り（15：00～三笠児童館）�����

おはなし会（14:00～図書館）�����

第９回和寒東山ジャイアントスラローム大会
(９:30～東山スキー場）

ぱぱっこ（親子）教室（10:00～三笠児童館）
道民家庭の日

�����

�����

乳幼児のつどい（10：00～三笠児童館）
折り紙で遊ぼう（15：00～三笠児童館）
健康体操教室「フォークダンス」

（19:00～恵み野ホール）

�����

�����

乳幼児のつどい（10：00～三笠児童館）
予防接種（三種混合・麻風混合）

（15:00～ 保健福祉センター）
�����

女性大学セミナー（13:30～恵み野ホール）
絵本の読み語り（15：00～三笠児童館）�����

おはなし会（14:00～図書館）�����

�����

健康体操教室「シェイプアップ」
（19:00～恵み野ホール）�����

転倒予防教室（９:30～ 保健福祉センター）
乳幼児のつどい（10：00～三笠児童館）
折り紙で遊ぼう（15：00～三笠児童館）
健康体操教室「シェイプアップ」

（19:00～恵み野ホール）

�����

女性大学セミナー（13:30～恵み野ホール）
縄跳び記録会（15：00～三笠児童館）
健康体操教室「シェイプアップ」

（19:00～恵み野ホール）

�����

乳幼児のつどい（10：00～三笠児童館）
幼児歯科検診（13:00～ 保健福祉センター）�����

絵本の読み語り（15：00～三笠児童館）
第1号被保険者介護保険料（普通徴収）

第４期分納期限
図書館整理日（休館）

�����

� ���

第50回町民スキー大会（９:00～東山スキー場）
おはなし会（14:00～図書館）
人形浄瑠璃公演

（18:00開場　18：30開演　恵み野ホール）

����

����

ひな祭り会（15：00～三笠児童館）����

乳幼児のつどい（10：00～三笠児童館）
折り紙で遊ぼう（15：00～三笠児童館）����

����

乳幼児のつどい（10：00～三笠児童館）����

離乳食教室（９:45～ 保健福祉センター）
女性大学セミナー（13:30～恵み野ホール）
絵本の読み語り（15：00～三笠児童館）

����

おはなし会（14:00～図書館）
和寒中学校卒業式（９:30～和寒中学校）����

����

�����
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